「公害問題」から「環境問題」へ 水俣地域における「不知火海総合学術調査団」の活動を手掛かりに by 小松原 織香
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 調査団は 1976 年から現地フィールドワークを開始する。ところが、調査団の
初期の活動では、団員と水俣地域の人々との間に大きな断絶があった。そのこ

















きな問題となり、水俣病患者や支援者は 9 月 25 日に抗議のための陳情活動を熊本県議会行った。





対する抑圧もその連綿たる流れの中に位置付けられると主張した。裁判は 1989 年３月 10 日に
最高裁で上告が棄却され、有罪が確定した。 



























                                                  
18 色川は第 1 期水俣展セミナーでこのことについて述べている。第 1 期水俣展セミナーは、1994
年 8 月 11 日から 1995 年 4 月 21 日まで 9 回にわたって行われた。主催は水俣・東京展実行委
員会（後の水俣フォーラム）である。色川は 1994 年 11 月 29 日に第 4 回を担当し、「不知火海
総合学術調査団の成果と課題」と題して講演を行った。講演は書き起こしが残されており、その
資料（色川［1994］）を参照した。 















































25 鶴見は第 2 期水俣・東京展セミナーで講師を務めている。講演の書き起こしは、鶴見［1998］
に収録されている。引用箇所は p.31。 
26 水俣病患者の支援者の一人。患者の自主交渉を求めるチッソ本社前の座り込みに参加してい
る中で、チッソ社員に暴力を振るったとして逮捕され、1972 年 9 月 8 日に起訴された。蘭は 3


















































































































                                                  
38 宗像［1999］、p.13。 







































































































































































以上の、水俣の漁民の世界観の第 1 層と第 2 層に対して、第 3 層は全く異な
る次元にある。第 3 層は「交換の関係」であり、物的豊かさに貢献するような、
経済利得を元にした資本主義的な関係である。宗像は、近代化によって産業発




































































































































































































































                                                  
90 団員は桑原連、田口正、最首悟、原田正純、内田雄造、熊本一規、長谷川宏、西弘、石牟礼
道子、羽賀しげ子、水野公寿、角田豊子である。 





































                                                  




96 「海と人」No.1、1981 年 7 月 30 日。 
97 「海と人」No.2、1981 年 9 月 28 日。 




































                                                                                                                                                  
の調査中に水俣地域の人々と親しくなったエピソードが記録されている（「海と人」No.7、1982
年 10 月 26 日）。 
100 「海と人」、No.8、1982 年 11 月 30 日。 
101 「海と人」、No.8、1982 年 11 月 30 日。 
102 不知火海総合学術調査団［1982］ 
103 「調査団ニュース」No.39、1980 年 4 月 28 日。 
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してます」と語っている。桑原はこの研究において、T.A. Stepeson と Anne 






                                                  
117 不知火海総合学術調査団［1982］、p.72。 
118 「海と人」、No.1、1981 年 7 月 30 日。 
119 相思社に収蔵されている桑原連のファイルに、T.A. Stepeson と Anne Stephenson の Life 










































































                                                  















































う」と書き起こしている。（「水俣だより」No.1、1979 年 1 月 12 日）。 





















たとえば、1982 年 6 月 9 日には、角田豊を講師として招聘し、熊本県北部の菊
池川流域の古代史について講義を受けた136。神話世界について議論を深めた上








た。また 1970 年には、胎児性水俣病患者のドキュメンタリ 「ー怒れない世界140」
を撮影した。その作品の中で、鬼塚は胎児性水俣病患者を「声なきもの」とし
て描き、「犠牲者」として表現している。これらの作品の特徴は「人と人との関
                                                  
134 「水俣通信」No.3、1981 年 10 月 31 日。 
135 「百年の会」レジュメ、「不知火海百年の会 正月例会」、1982 年 1 月 23 日。 
136 「水俣通信」No.5、1982 年 6 月 9 日。 


































ションが挙げられる。飯尾の活動の詳細は不明であるが、1985 年 3 月に西日本
                                                  
141 「シオマネキ」8 ミリフィルム、相思社収蔵、撮影日不明。相思社のデータベースでは、1982
年 7 月撮影年月日になっているが、1981 年 9 月 5 日に「水俣病を告発する会」熊本例会で上映
している（告発する会［1986］、p.488）ため、その前の撮影だと思われる。 
142 鬼塚巌「水俣の海岸を見て歩く」（写真とエッセイ）No.1〜No.7（1982 年 2 月 25 日〜1982
年 12 月 25 日）。告発する会［1986］に随時収録。 
143 「水俣通信」No.6、1982 年 8 月 23 日。 





































                                                  
146 石牟礼エッセイ、［1985］。 































「水俣病を告発する会」は 1969 年から 1973 年まで水俣病患者の闘争を支えるために、機関紙
「告発」を発行してきた。しかしながら、1973 年の訴訟判決と患者補償協定の締結を機に、「患
者家族のチッソとの「はげしいたたかい」の季節は終わった（水俣病を告発する会［1986］、p.25）」















































Thomas Alan Stephenson & Anne Stephenson, Life Between Tidemarks on 
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